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へ
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
企
業
、

官
公
庁
、
団
体
を
訪
問
し
良
質
な
労
使
関

係
の
構
築
や
非
正
規
労
働
者
雇
用
対
策
な

ど
の
研
修
を
行
う
と
共
に
、
帰
国
後
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。

　

２
０
１
３
年
度
に
つ
い
て
も
、
引
き
続

き
厚
生
労
働
省
の
企
画
提
案
競
争
入
札
に

応
募
し
、
実
施
要
領
を
提
出
す
る
な
ど
受

託
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

４
．
新
規
事
業
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
２

年
７
月
に
組
織
の
改
編
や
委
員
会
を
立
ち

上
げ
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
看
護
師
育

成
支
援
事
業
や
人
材
育
成
事
業
な
ど
の
事

業
化
に
向
け
、
特
に
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト

で
あ
る
国
家
外
国
専
家
局
、
国
際
交
流
服

務
中
心
及
び
職
工
対
外
交
流
中
心
に
対
し

て
は
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
提
案
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
３
年
度
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
、

優
先
順
位
を
考
慮
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
事
業
化
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。尖

閣
諸
島
を
巡
る
日
中
間

関
係
悪
化
時
の
対
応

　

２
０
１
２
年
９
月
に
発
生
し
た
尖
閣
諸

島
を
巡
る
日
中
間
の
関
係
悪
化
時
に
は
、

全
て
の
セ
ン
タ
ー
派
遣
教
師
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
安
全
確
保
を
優
先
す

る
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ま
た
実
習
生

受
入
企
業
に
対
し
て
は
実
習
生
の
安
全
に

つ
い
て
要
請
す
る
な
ど
、
各
方
面
に
対
応

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
ト
ラ
ブ
ル

は
国
内
外
と
も
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

当
す
る
シ
ス
テ
ム
」
に
改
編
し
、
受
入
企

業
と
の
関
係
強
化
や
信
頼
性
醸
成
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
３
年
度
は
、
技
能
実
習
生
受
入

企
業
を
増
や
し
セ
ン
タ
ー
財
務
体
質
を
改

善
す
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
は
勿
論

の
こ
と
、
新
設
し
た
「
外
部
協
力
者
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
新
規
企
業
開
拓
員
」
の

機
能
化
を
図
る
と
と
も
に
、
既
存
企
業
の

掘
り
起
し
な
ど
を
行
い
ま
す
。

２
．
日
本
語
教
師
の
中
国
へ
の
派
遣
に
つ

い
て
は
、
公
益
事
業
の
大
き
な
歴
史
あ
る
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事
業
報
告
・
計
画

１
．
技
能
実
習
生
受
入
事
業
の
受
入
実
習

生
数
は
前
年
度
に
比
べ
４
％
減
と
な
り
ま

し
た
。
受
入
実
習
生
数
は
、
２
０
０
９
年

度
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
か
ら
大

幅
に
落
ち
込
み
ま
し
た
が
、
２
０
１
０
年

度
以
降
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
毎

年
、
一
定
水
準
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。ま
た
、受
入
企
業
に
対
す
る
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
た
め
、セ
ン
タ
ー
組
織
を「
実

習
生
の
入
国
か
ら
帰
国
ま
で
一
貫
し
て
担

事
業
で
あ
り
、
中
国
国
家
外
国
専
家
局
と

の
協
定
の
も
と
、
中
国
各
地
の
学
校
に
51

名
も
の
教
師
を
派
遣
し
、
国
際
貢
献
の

一
環
と
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、

２
０
１
３
年
３
月
に
は
北
京
で
派
遣
教
師

と
中
国
国
家
外
国
専
家
局
の
経
験
交
流
会

を
開
催
し
、
現
状
の
課
題
等
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
０
１
３
年
度
は
、
16
名
（
※
研
修
会

時
参
加
者
は
13
名
）
の
日
本
語
教
師
を
選

考
し
、
集
合
研
修
会
を
実
施
し
て
、
中
国

内
各
地
の
学
校
に
送
り
出
す
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

３
．
厚
生
労
働
省
か
ら
受
託
し
た
政
府
委

託
事
業
「
国
際
労
働
関
係
事
業
」
に
つ
い

て
は
、
２
０
１
２
月
９
月
に
発
生
し
た
尖

閣
諸
島
問
題
に
よ
る
日
中
間
の
情
勢
悪
化

に
も
拘
ら
ず
、
中
国
よ
り
２
チ
ー
ム
を
招

２
０
１
２
年
度

事
業
報
告
及
び

２
０
１
３
年
度

事
業
計
画
・
予
算
案
を
承
認

　

３
月
22
日（
金
）10
時
よ
り
、日
中
技
能
者
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、第
７
回
理
事
会（
人
見
理
事
長
以
下
13
名
の
理
事
出
席
）

が
、
ま
た
同
日
13
時
30
分
よ
り
、
第
４
回
評
議
員
会
（
９
名
の
評
議
員
が
出
席
し
、
秋
田　

進
氏
を
議
長
に
選
出
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
２
０
１
３
年
度
事
業
計
画
他
５
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

 

中
国
の
発
展
に
想
う

　

２
０
１
３
年
度
事
業
計

画
協
議
の
た
め
４
月
７
日

～
13
日
ま
で
北
京
市
、
貴
州

省
、
そ
し
て
深
圳
市
を
訪
問

し
た
。
北
京
市
滞
在
中
は
快

晴
の
天
候
の
た
め
心
配
さ
れ
た
Ｐ
Ｍ
２
・

５
も
少
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

　

北
京
で
は
、
中
国
国
家
外
国
専
家
局
の

張
局
長
と
の
会
談
。
人
力
資
源
和
社
会
保

障
部
の
王
副
部
長
、
中
華
全
国
総
工
会
の

張
副
主
席
と
の
会
談
、
国
際
交
流
服
務
中

心
の
付
主
任
、
中
国
職
工
対
外
交
流
中
心

の
章
秘
書
長
と
の
業
務
会
談
を
行
い
、
２

０
１
３
年
度
事
業
計
画
の
具
体
化
に
つ
い

て
議
論
を
深
め
た
。

　

今
年
度
は
、
技
能
実
習
生
事
業
と
新
規

事
業
と
し
て
看
護
師
支
援
事
業
、
昨
年
12

月
に
専
家
局
よ
り
「
国
際
人
材
交
流
服
務

境
外
機
構
」
と
し
て
当
セ
ン
タ
ー
が
資
格

を
取
得
し
た
こ
と
に
伴
う
新
た
な
人
材
交
流

事
業
な
ど
に
つ
い
て
も
今
年
度
実
施
す
る
た

め
の
具
体
的
検
討
に
入
る
こ
と
と
し
た
。

　

貴
州
省
と
深
圳
市
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
現

地
の
総
工
会
と
交
流
を
行
っ
た
。
貴
州
省

一ツ橋

は
中
国
の
中
で
も
最
も
発
展
が
遅
れ
た
省

と
言
わ
れ
て
い
る
。
一
方
、
深
圳
市
は
、

30
年
間
、
改
革
・
開
放
政
策
の
も
と
、
世

界
の
工
場
と
し
て
最
先
端
を
突
っ
走
る
都

市
で
あ
る
。

　

貴
州
省
の
人
口
は
、
約
４
０
０
０
万

人
、
深
圳
市
は
人
口
４
４
０
０
万
人
と
い

う
こ
と
だ
。
貴
州
省
は
、
発
展
が
遅
れ
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
省
都
貴
陽
市

は
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
と
高
速
道
路

の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
か
ら

急
ピ
ッ
チ
で
発
展
し
て
い
く
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　

現
在
の
貴
州
省
は
、
緑
豊
か
な
大
地
だ
。

山
は
美
し
く
水
も
豊
富
だ
。
さ
す
が
貴
州

は
茅
台
酒
の
産
地
だ
け
は
あ
る
と
の
思
い

を
深
く
し
た
。

　

深
圳
市
の
高
層
ビ
ル
郡
を
見
な
が
ら
、

発
展
と
は
何
か
、
人
間
に
と
っ
て
良
い
発

展
の
あ
り
方
と
は
何
か
、
貴
州
省
で
見
た

美
し
い
自
然
を
思
い
出
し
な
が
ら
自
然
を

活
か
し
た
調
和
の
と
れ
た
発
展
こ
そ
が
望

ま
し
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ

た
中
国
訪
問
で
あ
っ
た
。

理
事
長
　
人
見 
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★
中
国
職
工
対
外
交
流
中
心
・
即
墨
研
修
所

４
月
15
日
～
６
月
14
日

　

教
師
１
名　

実
習
生
11
名

４
月
22
日
～
６
月
21
日

　

教
師
１
名　

実
習
生
18
名

■
国
内
集
合
講
習

★
岐
阜
研
修
所

第
１
８
７
期　

３
月
14
日
～
４
月
12
日

　

教
師
２
名　

実
習
生
12
名

第
１
８
８
期　

４
月
２
日
～
５
月
７
日

　

教
師
４
名　

実
習
生
８
名

第
１
８
９
期　

４
月
16
日
～
５
月
20
日

　

教
師
２
名　

実
習
生
４
名

★
四
国
研
修
所

第
39
期　

３
月
10
日
～
４
月
８
日

　

教
師
２
名　

実
習
生
17
名

第
40
期　

４
月
18
日
～
５
月
17
日

　

教
師
２
名　

実
習
生
14
名

■
中
国
本
邦
外
講
習

★
国
際
交
流
服
務
中
心
・
濰
坊
研
修
所

４
月
８
日
～
６
月
８
日

　

教
師
１
名　

実
習
生
18
名

研
修
所
事
前
講
習

第７回理事会

第４回評議員会

２
０
１
３
年
度
の
「
政
府
事
業（
国
際
労
働

関
係
事
業
）」
を
厚
生
労
働
省
か
ら
受
託

　

２
０
１
２
年
度
に
引
き
続
き
、
厚
生
労
働
省
の
企
画
提
案
競
争
入
札
に
応
募

し
、
当
セ
ン
タ
ー
の
企
画
が
採
用
さ
れ
受
託
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

事
業
は
中
国
よ
り
関
係
団
体
を
招
へ
い
し
、
企
業
、
官
公
庁
、
団
体
を
訪
問
、

良
質
な
労
使
関
係
の
構
築
や
非
正
規
労
働
者
雇
用
対
策
な
ど
の
研
修
を
行
う
と

共
に
、
帰
国
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
で
す
。

・掲示板・

第
１
号
議
案　

２
０
１
２
年
度
事
業
報
告
承
認
に
関
す
る
件

第
２
号
議
案　

２
０
１
３
年
度
事
業
計
画
（
案
）
承
認
に
関
す
る
件

第
３
号
議
案　

２
０
１
３
年
度
予
算
（
案
）
承
認
に
関
す
る
件

第
４
号
議
案　

各
種
規
定
の
承
認
に
関
す
る
件

第
５
号
議
案　

そ
の
他

議
　
案
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技
能
実
習
生
事
業
の
拡
大
発
展
、

新
規
事
業
の
具
体
策
を
提
起

▽
今
回
の
各
機
関
と
の
協
議
で
は
、
当
セ

ン
タ
ー
側
か
ら
、「
２
０
１
３
年
度
事
業

計
画
案
」
を
基
に
、
主
と
し
て
技
能
実
習

生
事
業
の
拡
大
発
展
や
新
規
事
業
の
具
体

策
を
中
心
に
中
国
側
に
提
起
し
、
中
国
側

か
ら
の
積
極
的
な
協
力
体
制
を
確
認
す
る

な
ど
、
協
議
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

協
議
終
了
後
は
各
機
関
と
協
議
書
な
ど
の

調
印
に
至
り
ま
し
た
。

中
国
国
家
外
国
専
家
局
を
訪
問
、

「
国
際
人
材
交
流
服
務
境
外
機
構

資
格
」
授
与
の
感
謝
を
伝
え
る

▽
協
議
団
一
行
は
、
８
日
午
前
中
、
張
建

国
人
力
資
源
和
社
会
保
障
部
副
部
長
・
中

国
国
家
外
国
専
家
局
局
長
を
訪
問
し
、
昨

年
末
同
局
長
か
ら
当
セ
ン
タ
ー
に
授
与
さ

れ
ま
し
た
「
国
際
人
材
交
流
服
務
境
外
機

構
資
格
証
書
」
に
つ
い
て
、
人
見
理
事
長

か
ら
感
謝
の
意
を
伝
え
ま
し
た
。
当
該
資

格
証
書
は
、
当
セ
ン
タ
ー
が
、
中
国
国
家

外
国
専
家
局
の
海
外
研
修
機
関
と
し
て
公

式
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
の

新
規
事
業
の
展
開
で
の
中
国
か
ら
の
研
修

団
招
へ
い
の
積
極
的
展
開
に
活
用
で
き
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
看
護
師
育
成

支
援
事
業
展
開
に
お
け
る
今
後
の
協
力
に

つ
い
て
も
合
意
さ
れ
ま
し
た
。

国
際
交
流
服
務
中
心
を
訪
問
、

業
務
会
談
を
行
う

▽
８
日
午
後
、
人
力
資
源
和
社
会
保
障
部

国
際
交
流
服
務
中
心
を
訪
問
し
、
付
躍
欽

主
任
、
梁
志
剛
副
主
任
以
下
幹
部
出
席
の

も
と
で
業
務
会
談
を
行
い
ま
し
た
。

中
国
職
工
対
外
交
流
中
心
を

訪
問
、
幹
部
出
席
の
も
と
業

務
会
談
を
行
う

▽
９
日
は
、
中
国
職
工
対
外
交
流
中
心
を

訪
問
し
、
章
国
賢
秘
書
長
、
毛
孟
輝
技
術

交
流
処
処
長
以
下
幹
部
出
席
の
も
と
で
業

務
会
談
を
行
い
ま
し
た
。

▽
両
会
談
と
も
、
人
見
理
事
長
よ
り
、
２

０
１
２
年
度
の
事
業
展
開
に
お
い
て
、
中

国
側
機
関
か
ら
多
大
の
理
解
と
協
力
を
頂

い
た
こ
と
へ
の
感
謝
の
意
を
表
明
し
た

後
、
新
年
度
施
策
の
中
で
重
要
な
「
事
業

拡
大
・
収
支
改
善
3
カ
年
計
画
」
な
ど
の

基
本
方
針
な
ら
び
に
実
習
生
事
業
や
新
規

事
業
展
開
な
ど
重
点
事
業
計
画
に
つ
い
て

説
明
・
提
案
を
行
い
、
意
見
交
換
の
後
、

基
本
方
針
ど
お
り
中
国
側
の
合
意
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

両
中
心
と
新
た
に

「
包
括
的
協
力
協
定
」
を
調
印

▽
そ
の
後
、
河
野
専
務
理
事
よ
り
当
セ
ン

タ
ー
の「
２
０
１
３
年
度
事
業
計
画（
案
）」

に
基
づ
い
て
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
減
少

が
続
く
技
能
実
習
生
の
受
入
拡
大
策
や
政

府
委
託
事
業
の
継
続
受
託
、
新
規
事
業
の

展
開
加
速
な
ど
の
具
体
的
議
題
に
つ
き
提

案
を
行
い
、
概
ね
提
案
ど
お
り
事
業
計
画

推
進
に
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
合
意
さ
れ

ま
し
た
。

▽
ま
た
、
両
中
心
と
は
新
た
に
、「
事
業

展
開
に
当
た
っ
て
の
包
括
的
協
力
協
定
」

を
調
印
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
各
会
談
終
了
後
、
今
後
の
新
た

な
送
出
し
機
関
と
な
る
予
定
の
、
人
力
資

源
和
社
会
保
障
部
国
際
交
流
服
務
中
心
傘

下
の
「
北
京
中
職
能
国
際
経
済
技
術
合
作

有
限
公
司
」
お
よ
び
中
国
職
工
対
外
交
流

中
心
傘
下
の
「
青
島
中
成
職
工
対
外
交
流

有
限
公
司
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
「
技
能
実
習

事
業
に
関
す
る
基
本
協
議
書
」
と
「
職
業

紹
介
業
務
協
議
書
」
に
調
印
し
ま
し
た
。

貴
州
省
総
工
会
及
び
深
圳
市

幹
部
と
会
見
、
友
好
を
図
る

▽
10
日
に
は
、
貴
州
省
貴
陽
に
移
動
し
、

遵
義
地
区
を
視
察
の
後
、
貴
州
省
総
工
会

を
訪
問
、楊
再
春
経
費
審
査
委
員
会
主
任
、

楊
傑
貴
州
省
職
工
対
外
交
流
中
心
主
任
以

下
と
会
見
、
12
日
に
は
深
圳
市
の
深
圳
特

別
開
発
区
博
物
館
を
視
察
、
深
圳
市
の
発

展
の
歴
史
な
ど
を
見
学
後
、
楊
建
新
深
圳

市
総
工
会
副
主
席
と
会
見
し
、
現
地
の
総

工
会
、
職
工
中
心
幹
部
ら
と
の
友
好
交
流

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

た
。
そ
の
他
種
々
の
課
題
に
つ
い
て
意
見

交
換
・
情
報
共
有
の
結
果
、
よ
り
い
っ
そ

う
質
の
高
い
実
習
事
業
の
実
施
を
行
う
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

３
月
26
日
、
当
セ
ン
タ
ー
会
議
室
に
お

い
て
、
12
年
度
第
３
回
監
査
担
当
者
会
議

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
地
方
の
担
当
者
が
参
集
し
た
ほ
か
、

本
部
か
ら
は
人
見
理
事
長
以
下
関
係
役
職

員
、
合
計
19
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

席
上
、
人
見
理
事
長
か
ら
12
年
度
の
総

括
と
13
年
度
の
新
し
い
と
り
く
み
に
つ
い

て
挨
拶
が
行
わ
れ
た
の
ち
、
現
在
、
当
セ

ン
タ
ー
が
特
に
指
導
に
力
を
注
い
で
い
る

受
入
企
業
に
お
け
る
労
働
関
係
法
令
の
遵

守
指
導
に
つ
き
、
実
例
を
交
え
な
が
ら
、

各
地
方
担
当
者
は
じ
め
関
係
部
署
に
対

し
、
具
体
的
な
指
導
内
容
を
要
請
し
ま
し

セ
ン
タ
ー
各
地
方
担
当
者
に
対
し
受
入
企
業

に
お
け
る
労
働
関
係
法
令
遵
守
指
導
を
徹
底

～
第
３
回
監
査
担
当
者
会
議
～

事
業
計
画
協
議
訪
中
団
派
遣

2013年度
　

セ
ン
タ
ー
は
、
４
月
７
日
か
ら
13
日
ま
で
の
日
程
で
、
人
見
理
事
長
を
団
長
と
す
る
２
０
１
３
年
度
事
業
計
画
協
議
団

（
当
セ
ン
タ
ー
３
名
、
関
係
団
体
４
名
、
計
７
名
）
を
中
国
へ
派
遣
し
、
中
国
側
３
機
関
と
協
議
を
行
い
、
各
機
関
と
協

議
書
な
ど
の
調
印
を
行
い
ま
し
た
。

張建国中国国家外国専家局長と会見

国際交流服務中心で付躍欽主任と協定書調印

中国職工対外交流中心で章国賢秘書長と協定書調印



▷3 日中技能者交流ニュース 2013年 5月 10日

大
学
）、岡
田
重
美
（
黒
龍
江
東
方
学
院
）、

目
黒
精
一
（
福
建
師
範
大
学
）
先
生
ら
か

ら
報
告
・
発
表
が
あ
り
、「
学
生
が
興
味

を
も
つ
よ
う
な
授
業
作
り
」、「
学
生
の
自

主
性
を
引
き
出
す
た
め
の
授
業
」
に
つ
い

て
意
見
交
換
が
さ
れ
る
な
ど
、
終
始
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
で
交
流
が
行
わ
れ
、
会

議
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

中
国
派
遣
日
本
語
教
師

北
京
経
験
交
流
会
を
開
催

今年も、新たに13名が修了！
～ 2013年度中国派遣日本語教師研修会を開催～

　

３
月
12
日
～
18
日
、
教
育
交
流
部
チ
ー

ム
（
新
井
事
務
局
長/

教
育
交
流
部
長
、

堤
教
育
交
流
部
職
員
）が
中
国
を
訪
問
し
、

当
セ
ン
タ
ー
登
録
教
師
赴
任
校
を
視
察
す

る
と
と
も
に
北
京
に
お
い
て
「
経
験
交
流

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

一
行
は
、
ま
ず
貴
州
大
学
を
視
察
、
学

校
側
関
係
者
や
学
生
と
交
流
を
行
い
ま
し

た
。
こ
こ
で
の
日
本
語
教
師
の
役
割
は
、

授
業
の
他
に
ス
ピ
ー
チ
大
会
・
貴
州
省
朗

読
大
会
・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
・
日
本
文
化

祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力
や
教
材
開

発
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま

た
、
学
生
達
の
関
心
事
は
日
本
留
学
や
日

系
企
業
へ
の
就
職
が
主
な
も
の
で
あ
り
ま

し
た
。

　

経
験
交
流
会
に
は
、
中
国
各
地
か
ら
18

名
の
派
遣
教
師
が
参
加
し
、松
澤
隆
志（
浙

江
師
範
大
学
）、
松
下
澄
子
（
北
京
第
二

外
国
語
学
院
）、
寺
元
健
二
（
河
北
師
範

　

６
月
11
日（
火
）14
時
よ
り
第
八
回（
通

常
）
理
事
会
を
、
6
月
25
日
（
火
）
14
時

よ
り
第
五
回
（
定
時
）
評
議
員
会
を
当
セ

ン
タ
ー
本
部
会
議
室
に
て
開
催
し
ま
す
。

本
理
事
会
・
評
議
員
会
に
て
予
定
さ
れ
て

い
る
主
な
議
題
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

① 

評
議
員
会
開
催
に
関
す
る
件

② 

２
０
１
２
年
度
事
業
報
告
の
承
認

③ 

２
０
１
２
年
度
決
算
並
び
に
監
査
報

告

④ 

２
０
１
３
年
度
事
業
計
画
（
案
）

⑤ 

２
０
１
３
年
度
予
算
（
案
）

⑥
「
評
議
員
」「
監
事
」「
理
事
」
交
代
選

任

⑦ 

そ
の
他

６
月
に

第
八
回（
通
常
）
理
事
会
、

第
五
回
評
議
員
会（
定
時
）

を
開
催

　２月17日、北京に戻り徐々にこ
ちらの生活に再び順応させていま
すが、東京で美味しいものを食べ、
きれいなトイレを使った生活との
ギャップは結構大きいです。
　この時期の北京は春節がやっと
終わったのかなという感じで、地
下鉄には大きな荷物を担いで乗り
込んでくる出稼ぎの人の姿が目立
ち、北京駅前の広場も帰省の人達
でごった返しており、市街の工事
現場も再び動き始めるなどエネル
ギッシュで、本当におもしろいで
すね。
　12月、１月はとても寒く、北
京へ戻ったら体調がどうなるかと
心配していましたが、一度小雪が
降った程度で、３月に入ってここ
数日は15 ～ 16℃の日が続き、本
当に気持ちが良いです。
　TVで報道されるようなスモッ
グも気にならないくらいです（目
に見えないだけだとは思います
が）。きれいな青空と、夜は星も
見えますので、まあまあでしょう。
いずれにしても、マスクをしてい
る人はあまり見かけません。欧米
人もあまりマスクをする習慣が
ないようなので、結局日本人だけ
がしっかりマスクをしているのか
もしれません。N95のマスクはあ
まりにも仰々しいのでみんなの視
線を集めているようです。学生に
尋ねたら、「見えないから大丈夫、
どうにもならないし」と慣れっこ

になっていました。
　果物はここのところ大きな真赤
なイチゴが売られているのが目に
つきます。とてもおいしそうだっ
たので買いましたが、今ひとつ想
像していたものとは違い少々がっ
かりです。パイナップルもシーズ
ンなのかよく売っています。きれ
いに皮をとってくれているのは
少々値段も高くなります。
　正月明けは日本でもよく物が高
くなりますが、私の買っている水
も0.4元上がりました。学生食堂
の料理も１元上がり、学生達は毎
食のことなので、財布に響くと嘆
いています。
　授業の方は１コマ減りましたの
で、６クラス12時間です。３年生
は留学する学生や戻ってきた学生
でごちゃごちゃ、それに聴講生な
ど、なんだかいつ人数が確定する
の？という具合です。目下の私の
悩みは、「４年生達が卒業論文の締
め切りが近づくのに焦らないのは
なぜなのか？　間に合うのかな！」
です。学校は卒業させたい意向で
すし、本当に難しい問題です。
　３月３日は天気が良かったの
で、西海・後海・前海に散歩にい
きました。ここは、古い北京の雰
囲気が残っていて、湖があるので
私のお気に入りの場所です。大学
の近くに地下鉄が開通し便利にな
りました。西海・後海・前海と湖
沿いを歩いてきました。氷が弛ん

できたせいでしょうか、12月には
多くの人がスケートをしていた湖
も、もうスケートリンクはなく、
近づくボートの季節を待っている
ようです。
　この季節、西海ではこんな楽し
み方をしていました。氷の上を歩
く（歩かないように書いてあるの
ですが）、釣りをする（氷に穴を
開けたり、湖岸から釣り糸を垂ら
したり）、そして泳ぐ（男女合わ
せて10名くらいの人が泳いでい
ました）等。

　ここのところ教室に行くと学生
がきれいな紙を配って回収してい
るので、なにかと聞くと、「美人教
師投票用紙」でした、8日が婦女
節（国際婦人デー）なので、やって
いるようです。ここで言う美人とい
うのは、容姿だけでなく立派な人
を意味するといっていました。み
んな担任の先生の名前を書いてい
ました。結果が楽しみです。女性
の先生方はどんな気分なのかな？
今度聞いてみたいと思います。
　５月末に日語学院の発表会があ
り、１年生は歌、2年生以上は劇
をやるそうです。1年生は休み時
間を利用して歌の練習を始めまし
た。きちんと仕切る学生がいるの
で、スムーズに事が運んでいます。
行事も適当に色々あって、学生生
活は結構楽しそうです。

　勉強の方は教科書下巻となり、一
段と難しくなります。会話文が２
ページ半、そして新出語が120も
ありました。“あぜ道”や“個人
経営・養豚”などとあります。学
生はひたすらこれを暗記します。
あれだけの量が入る柔らかい頭が
実に羨ましいです。ですから、教
科書の文を生かして、うまく会話
もできるようになっているのかな
と思います。
　４月になり寒い日が続きました
が、構内の桜の木も花をつけまし
た。花が小さいので、それほど華
やかではありませんが、桜を見て
春を実感するのは日本人ですね。
私が桜、桜と言っていたせいか、
学生達が桜で有名な公園へお花見
に連れて行ってくれました。まだ
少し早かったようですが、木によっ
ては満開で本当にきれいでした。

　４月４日からの清明節の連休に
は、学生は、故郷に帰省したり、
旅行へと出かけるようです。どこ
もきっと混むと思いますので、私
は北京の公園巡りと、予定のない
学生とお好み焼きを作って食べよ
うかと思っています。ほとんど料
理をしたことがない学生に包丁を
持たせ、フライパンの前に立って
もらうと結構喜んでもらえます。
そして簡単なおにぎりも作っても
らうつもりです。

派遣教師からのおたより

季節の移ろいを感じて─北京より
北京市  北京第二外国語学院　松下 澄子

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

北京・玉淵潭公園でのお花見

西海

　４月14日～ 26日の日
程で、今年も中国派遣
日本語教師研修会が開
催されました。会場で
ある東京都八王子市の
大学セミナーハウスに
は多彩な経歴を持つ13
名の研修生が集い、約
二週間にわたる日本語
教育指導法の研修に臨

みました。講義を担当する公益社団法人国際日本語普及協会
は、毎年、前年の研修会における修了生のアンケートを基に
真摯に検討し、その結果を新年度のカリキュラムに反映させ
ています。そんな講師に負けじと、研修生達は、同じ志を持
つ者同士、親睦を深めながら研鑽し、無事13名全員が修了証
書を手にすることができました。
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３
月
の
全
人
代
で
選
出
さ
れ

た
李
克
強
総
理
は
、３
月
20
日
、

日
本
の
閣
議
に
あ
た
る
国
務
院

全
体
会
議
を
開
催
し
、
当
面
の

政
策
の
基
本
方
針
を
決
定
し

た
。そ
の
概
要
を
紹
介
し
た
い
。

▽
ま
ず
李
総
理
は
、「
我
々
が
現

代
化
目
標
に
よ
り
接
近
す
る
と

き
、
直
面
す
る
リ
ス
ク
・
試
練
も

ま
す
ま
す
多
く
な
り
、
更
に
大
き

く
な
る
」
と
指
摘
し
、「
自
信
・

勇
気
・
知
恵
・
粘
り
強
さ
・
忍
耐

力
を
も
ち
、
勇
気
を
も
っ
て
仕
事

に
あ
た
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、

２
０
１
３
年
の
政
策
に
関
し
て
次

の
６
点
を
挙
げ
た
。

︵
１
︶
引
き
続
き
経
済
を
発
展
さ
せ

る
。

　

安
定
成
長
・
イ
ン
フ
レ
の
防
止
・

リ
ス
ク
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
成
し

と
げ
、
経
済
の
転
換
を
促
進
し
、

成
長
の
質
・
効
率
を
確
実
に
高
め
、

中
国
経
済
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
版

を
作
り
上
げ
る
。

︵
２
︶
不
断
に
民
生
を
改
善
す
る
。

　

基
本
的
な
民
生
の
保
障
に
つ
い

て
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
し
っ

か
り
編
み
上
げ
、
制
度
の
欠
陥
を

補
い
、
全
て
オ
ー
プ
ン
に
し
、
人

民
大
衆
が
安
心
し
て
創
業
・
就
業

で
き
る
よ
う
に
す
る
。

︵
３
︶
社
会
の
公
正
を
促
進
す
る
。

　

制
度
上
、
全
て
の
人
・
企
業
の

た
め
に
公
平
な
競
争
・
公
平
な
発

展
の
機
会
を
創
造
す
る
。

︵
４
︶
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
型
政
府

を
建
設
す
る
。

　

各
部
門
は
い
ず
れ
も
改
革
の
措

置
を
採
用
し
、
制
度
の
刷
新
に
よ

り
、
発
展
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

︵
５
︶
廉
潔
な
政
府
を
建
設
す
る
。

　

国
務
院
が
社
会
に
対
し
て
承
諾

し
た
「
３
ヵ
条
の
約
束
」（
①
政
府

の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
・
公
会
堂
・
ゲ

ス
ト
ハ
ウ
ス
の
新
規
建
造
禁
止
、

②
人
員
削
減
、
③
公
費
接
待
・
公

費
海
外
出
張
・
公
費
自
動
車
購
入

の
削
減
）
を
断
固
と
し
て
実
施
し
、

勤
倹
な
日
々
を
送
る
。

︵
６
︶
法
治
政
府
を
建
設
す
る
。

　

各
種
政
策
は
い
ず
れ
も
法
に
基

づ
い
た
行
政
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
科
学
的
発
展
に
符
合
せ
ず
、

社
会
の
公
正
を
妨
げ
る
法
規
・
政

策
・
規
則
に
つ
い
て
は
、
整
理
を

進
め
る
。

▽
つ
ま
り
、
前
政
権
が
や
り
残
し

た
経
済
発
展
方
式
の
転
換
を
進
め

る
と
と
も
に
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
を
し
っ
か
り
構
築
し
て
、
ク

リ
ー
ン
な
政
府
を
作
る
こ
と
に
よ

り
、
大
衆
の
将
来
不
安
・
不
公
平

感
・
政
府
へ
の
不
満
を
緩
和
し
、

社
会
の
調
和
・
安
定
を
維
持
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

▽
ま
た
政
府
の
機
能
転
換
は
「
新

政
府
が
ス
タ
ー
ト
し
て
ま
ず
最
初

に
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
第
1
の
仕
事

で
あ
る
」
と
す
る
。
具
体
的
に
は

「
管
理
す
べ
き
で
な
い
ミ
ク
ロ
の

事
項
は
、
断
固
と
し
て
市
場
に
開

放
し
、
社
会
に
引
き
渡
し
、
強
化

す
べ
き
マ
ク
ロ
管
理
は
確
実
に
強

化
す
る
」
と
し
、
事
前
の
審
査
・

許
認
可
を
大
幅
に
減
ら
す
こ
と
に

よ
り
、
民
間
投
資
を
促
進
し
、
雇

用
を
拡
大
し
、
企
業
の
競
争
力
を

高
め
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

従
来
の
市
場
に
過
剰
に
関
与
す
る

「
大
き
な
政
府
」
か
ら
、
市
場
に

で
き
る
だ
け
委
ね
政
府
は
や
る
べ

き
こ
と
だ
け
を
行
う
「
小
さ
な
政

府
」
へ
の
転
換
を
意
味
す
る
。

▽
そ
し
て
最
後
に
、「
政
府
は
言
っ

た
こ
と
は
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
空
砲
を
放
っ
て
は
な
ら
な
い
。

国
務
院
の
行
っ
た
決
定
は
、
必
ず

割
引
な
し
で
執
行
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
決
し
て
都
合
で
変
更
し

て
は
な
ら
な
い
。
各
レ
ベ
ル
政
府

は
、
何
も
し
な
い
無
気
力
な
役
人

に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
結
ん

で
い
る
。

▽
改
革
は
各
官
庁
・
利
害
関
係
者
・

地
方
政
府
の
大
き
な
抵
抗
・
サ
ボ

タ
ー
ジ
ュ
を
伴
う
。
こ
れ
を
は
ね

の
け
、
経
済
体
制
改
革
を
進
め
ら

れ
る
か
は
、
李
総
理
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
に
か
か
っ
て
い
る
。

李
克
強
新
総
理
の
政
策

日
中
産
学
官
交
流
機
構

特
別
研
究
員
　
田 

中
　
修

チ
ャ
イ
ナ
レ
ポ
ー
ト
　China R

eport

4

田
中
　
修
（
た
な
か 

お
さ
む
）　
日
中
産
学
官
交
流
機
構
特
別
研
究
員

　

１
９
５
８
年
東
京
生
ま
れ
。
１
９
８
２
年
東
京
大
学
法
学
部
卒
業
、
大
蔵
省
入
省
。

在
中
国
日
本
国
大
使
館
経
済
部
1
等
書
記
官
・
参
事
官
、
財
務
省
主
計
局
主
計
官
、
信

州
大
学
経
済
学
部
教
授
、
内
閣
府
参
事
官
を
歴
任
。
２
０
０
９
年
４
月
―
９
月
東
京
大

学
客
員
教
授
。
２
０
０
９
年
10
月
〜
東
京
大
学
Ｅ
Ｍ
Ｐ
講
師
。
学
術
博
士
（
東
京
大
学
）。

著
書
は「
２
０
１
１
〜
２
０
１
５
年
の
中
国
経
済
―
第
12
次
５
ヵ
年
計
画
を
読
む
―
」（
蒼

蒼
社
）、「
検
証　

現
代
中
国
の
経
済
政
策
決
定
―
近
づ
く
改
革
開
放
路
線
の
臨
界
点
―
」

（
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
、
２
０
０
８
年
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
賞
特
別
賞
受
賞
）、「
中
国
第

10
次
５
ヵ
年
計
画
―
中
国
経
済
を
ど
う
読
む
か
？
―
」（
蒼
蒼
社
）、「
中
国
の
経
済
構
造

改
革
」（
共
著
、
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
）
他
多
数
。

▼今までの日本語の教科書の多く
は留学生を対象に書かれていて、
１年間かけて日本語の文法に沿っ
て「聞く、話す、読む、書く」を
勉強するようになっています。し
かし、技能実習生や働く外国人に
必要な日本語は教科書になかなか
出てきません。このような一般的
な教科書を使っていると職場で役
に立つ日本語が、あまり使えるよ
うにならないのが現状です。
▼『あたらしいじっせんにほんご』
は長期間の日本語学習が望めない技
能実習生や働く外国人のために作成
したものです。私はその著者の一人
としてできるだけ多くの方々にこの
教科書の意図、使い方を理解して使っ
てほしいと思っています。
▼まず教科書に入る前に以下の２
点を行ってください。

（１）通訳を通して自国の学習方法
と違うことを説明する。
　最近は自国で日本語を学習して
くる人々が増えました。そこで自
国での学習の仕方と違うことを通
訳の方を通して説明をします。学
習者の頭の中には自国で学習して
きた日本語がたくさん入っていま
す。しかし、来日して日本人に話
しかけられても口から日本語がで
てこないことが多いです。　
　日本での勉強はその頭の中にあ

る日本語が適切な状況で口から出
てくるための勉強であること、つ
まり日本語の運用力をつける、コ
ミュニケーションができるように
なることが目的であること、椅子
にすわって教師の話を聞いている
だけではなく、絵や実物を使った
り、動作をしたりするやり方であ
ることなどを話します。
　やり方の違いに戸惑ったり、こ
れは勉強ではないと思ったりする
学習者もいますので、最初にきち
んと説明する必要があります。

（２）「ていねいなことば」と「とも
だちことば」は一課から継続的に
学習する。
　日本語には「ていねいなこと
ば」と「ともだちことば」がある
ことを最初から理解してもらいま
す。一般的な日本語の教科書は丁
寧な「～です」、「～ます」の形
の表現を最初ずっと勉強します。

「ともだちことば」はなかなかで
てきません。しかし学習者の実習
の現場、働く現場は、その丁寧な
言い方より、「こっちへ来い」「ま
だ！」「向こうへ運んで」「ここに
置いて」「スイッチ切れ！」など
の表現をよく聞きます。学習者は
教室の中での日本語と現場の日本
語のギャップにびっくりします。
もちろんギャップはあるのは当然

ですが、できるだけ、少しでもそ
のギャップを少なくすることが大
切だと考えます。『あたらしいじっ
せんにほんご』は一課から両方が
出てきます。一課から慣れていく
ことが大切だからです。実習生や
働く外国人の現場を考えると、学
習者はできるだけ「ともだちこと
ば」を聞き、意味をとる練習が必
要です。
　しかし、日本語の使い分けがま
だできない実習生や働く外
国人は、「ていねいなことば」
を使うようにした方が安心
です。「ともだちことば」を
聞くことに慣れること、そ
して自分から話す言葉は「て
いねいなことば」というこ
とがこの教科書のコンセプ
トになります。
　では実際に授業でこの違
いを継続的に練習する方法
について説明します。ホワイト
ボードに以下のように日本語と翻
訳と４枚の絵を貼ります。
①「ていねいなことば」と言いな
がら翻訳語を指します。「おはよ
うございます」と言いながら上司
に挨拶している絵を指し、丁寧に
お辞儀をしながら教師が「おはよ
うございます」と言います。
②「ともだちことば」と言いなが
ら翻訳語を指します。「おはよう！」
と言いながら友達同士で挨拶して
いる絵を指し、明るく元気に「お
はよう」と教師が言います。
　次に同様に「ていねいなことば」
と言いながら翻訳語を指して、「あ
りがとうございます」と言って上

司から何かもらっている絵を指し
ます。「ありがとう」と言いながら
同様に友達から何かもらっている
絵を指します。それを繰り返し、
学習者だけに言ってもらいます。
数日間は黒板の端にそのままセッ
トしておくいといいでしょう。
　説明なしでも大丈夫です。これ
で「ていねいなことば」と「とも
だちことば」の違いは最初からで
も理解ができます。　

　さあ、これで一課から勉強する
準備ができました。

技能実習生や働く外国人に対する日本語指導を考える
〈その４〉～『あたらしいじっせんにほんご』を教科書に使って教える～

公益社団法人 国際日本語普及協会（AJALT）
地域日本語教育担当理事　関口 明子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本語教育・再考　〈第四課〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●講習会のご案内
　毎年夏に、AJALTの著作教材を活用し
た教え方講習会を開いております。〈働
く外国人向け教え方講習会―現場の日本
語　身につくように教えよう〉講座では、
技能実習生や働く外国人が出会う様々な
場面や現場を活用して、コミュニケー
ションを大切にしながら、現場で役立つ
日本語を身につけてもらう効果的な指導
法をお伝えします。前回ご紹介したテキ
スト『あたらしいじっせんにほんご』を
活用した授業の方法もご紹介します。
　詳しくはHP（http://www.ajalt.org/teach/
teacher/）をご覧ください。
公益社団法人国際日本語普及協会（AJALT）

TEL（03）3459-9620
FAX（03）3459-9660




















































